
(57)【要約】

【課題】　腹内領域内への鋭い針の挿入を安全に行うこ

とができる外科用アクセス器具を提供することにある。

【解決手段】　鈍状先端部を備えたコイル状の腹腔鏡注

入器具を提供する。本発明の器具は、組織を切断するこ

となく腹壁を通り、かつ腹壁の内面に対して実質的に平

行な状態で腹壁から出ることができる。コイル状器具が

回転される間は、器具は腹壁を通って前進され、かつ反

対方向の力を加えることにより腹壁と内部器官との間に

安全空間を創成する。鈍状の遠位側先端部、平行な出口

角および安全空間によって、器具の配置中に内部器官に

危険が生じることはない。加圧ガスを使用することによ

り、後でトロカールを配置するための腹腔を生じさせる

ことができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 腹 部 領 域 に 注 入 す べ く 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 移 動 で き る 腹 腔 鏡 注 入 針 に お い て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 膨 張 チ ャ ネ ル を 備 え た 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し 、 該 細 長
チ ュ ー ブ は 、 こ の 近 位 端 が 加 圧 流 体 源 に 連 結 さ れ か つ 遠 位 端 で 加 圧 流 体 を 排 出 し て 、 患 者
の 腹 部 領 域 に 注 入 で き 、
　 患 者 の 腹 壁 お よ び 腹 部 領 域 の 視 覚 化 を 行 う べ く 、 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ る 光
学 的 要 素 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 腹 腔 鏡 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 学 的 要 素 は ラ イ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 腹 腔 鏡 注 入 針 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 学 的 要 素 は 内 視 鏡 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 腹 腔 鏡 注 入 針 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ラ イ ト は 患 者 の 腹 壁 の 透 過 照 明 を 行 う こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載
の 腹 腔 鏡 注 入 針 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 遠 位 端 は 、 腹 壁 の 切 断 を 防 止 す べ く 、 鋭 い 縁 部 が 存 在 し な い 遠 位 側 先 端 部 を 有 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 腹 腔 鏡 注 入 針 。
【 請 求 項 ６ 】
　 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 腹 部 領 域 内 に 移 動 で き る 注 入 針 に お い て 、 ベ レ ス 針 が 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 膨 張 チ ャ ネ ル を 備 え た 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し 、 該 細 長
チ ュ ー ブ は 、 こ の 近 位 端 が 加 圧 流 体 源 に 連 結 さ れ か つ 遠 位 端 で 加 圧 流 体 を 排 出 し て 、 腹 部
領 域 に 注 入 で き 、
　 チ ュ ー ブ は 、 腹 壁 を 横 切 っ て 移 動 さ れ る と き に 機 械 的 長 所 が 得 ら れ る よ う に 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 注 入 針 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ は 、 一 軸 線 お よ び 直 径 を も つ コ イ ル の 形 状 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 直 径 は 軸 線 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 機 械 的 長 所 は 軸 線 に 沿 っ て 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 遠 位 端 は 鋭 い 縁 部 が 存 在 し な い 遠 位 側 先 端 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 患 者 の 内 部 器 官 を 収 容 す る 腹 部 領 域 を 形 成 す る 内 面 を 備 え た 腹 壁 を 穿 刺 で き る 注 入 針 に
お い て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 膨 張 チ ャ ネ ル を 備 え た 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し 、 該 細 長
チ ュ ー ブ は 、 こ の 近 位 端 が 加 圧 流 体 源 に 連 結 さ れ か つ 遠 位 端 で 加 圧 流 体 を 排 出 し て 、 腹 部
領 域 に 注 入 で き 、
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 対 し て 傾 斜 し て い て 、 腹 壁 を 穿 刺 し た
と き 、 腹 壁 の 内 面 に 対 し て 出 口 角 を 形 成 し 、
　 該 出 口 角 は 、 患 者 の 内 部 器 官 の 穿 刺 を 防 止 す べ く 、 約 ４ ０ ° よ り 小 さ い 角 度 範 囲 内 に あ
る こ と を 特 徴 と す る 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 近 位 端 は 腹 壁 に 対 し て 入 口 角 を 形 成 し 、 該 入 口 角 は 出 口 角 よ り 大 き
い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 注 入 針 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ は 、 少 な く と も １ つ の 巻 回 部 を 備 え た コ イ ル お し て 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は 、 腹 壁 の 穿 刺 時 に 腹 壁 の 内 面 に 対 し て 実 質 的 に 平 行 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は 、 切 刃 が 存 在 し な い 遠 位 側 先 端 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 患 者 の 内 部 器 官 を 収 容 す る 腹 部 領 域 を 形 成 す る 内 面 を 備 え た 腹 壁 を 穿 刺 で き る 注 入 針 に
お い て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 膨 張 チ ャ ネ ル を 備 え た 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し 、 該 細 長
チ ュ ー ブ は 、 こ の 近 位 端 が 加 圧 流 体 源 に 連 結 さ れ か つ 遠 位 端 で 加 圧 流 体 を 排 出 し て 、 腹 部
領 域 に 注 入 で き 、
　 前 記 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は 、 腹 壁 の 穿 刺 中 に 腹 壁 を 切 断 す る こ と を 防 止 し か つ 腹 壁 の
穿 刺 後 に 内 部 器 官 を 切 断 す る こ と を 防 止 す べ く 、 鋭 い 縁 部 が 存 在 し な い 遠 位 側 先 端 部 を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 遠 位 側 先 端 部 は 鈍 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 遠 位 側 先 端 部 は 湾 曲 面 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 注 入 針
。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 遠 位 側 先 端 部 は 半 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 遠 位 側 先 端 部 は 透 明 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 半 透 明 の 遠 位 側 先 端 部 よ り 近 位 側 に 配 置 さ れ た ラ イ ト を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 腹 壁 を 穿 刺 し た と き に 腹 部 領 域 を 見 る た め の 、 前 記 細 長 チ ュ ー ブ 内 に 配 置 さ れ る 内 視 鏡
を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 患 者 の 腹 壁 を 横 切 る こ と に よ り 患 者 の 腹 部 領 域 に ア ク セ ス す る 方 法 に お い て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る チ ュ ー ブ の 形 状 を 有 す る ベ レ ス 針 を 用 意 す る 段 階 と
、
　 チ ュ ー ブ を 回 転 さ せ て 、 ベ レ ス 針 に よ り 腹 壁 を 横 切 ら せ る 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ベ レ ス 針 を 用 意 す る 段 階 は 、 チ ュ ー ブ を 、 一 軸 線 を 有 す る コ イ ル に 形 成 す る 段 階 を
含 み 、
　 前 記 チ ュ ー ブ を 回 転 さ せ る 段 階 は 、 コ イ ル を 回 転 さ せ て 、 ベ レ ス 針 に よ り 細 長 チ ュ ー ブ
に よ り 腹 壁 を 横 切 ら せ る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 回 転 段 階 は 、 前 記 軸 線 の 回 り で コ イ ル を 回 転 さ せ る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 コ イ ル に 形 成 す る 段 階 は 、 前 記 回 転 段 階 中 に コ イ ル に 機 械 的 長 所 を 付 与 す る た め の
少 な く と も １ つ の 巻 回 部 を コ イ ル に 形 成 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載
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の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 回 転 段 階 は 、
　 コ イ ル を 第 一 方 向 に 回 転 さ せ て 、 ベ レ ス 針 を 腹 壁 内 で 前 進 さ せ る 段 階 と 、
　 コ イ ル を 第 二 方 向 に 回 転 さ せ て 、 腹 壁 か ら ベ レ ス 針 を 除 去 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 ア ク セ ス 器 具 を 使 用 し て 、 患 者 の 内 部 器 官 を 収 容 す る 腹 部 領 域 内 に 腹 腔 を 創 成 す る 方 法
に お い て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 一 軸 線 を も つ 細 長 シ ャ フ ト を 用 意 す る 段 階 と 、
　 腹 壁 を 横 切 る よ う に 細 長 シ ャ フ ト を 移 動 さ せ て 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 を 腹 部 領 域 内 に 配 置
す る 段 階 と 、
　 細 長 シ ャ フ ト を 引 張 っ て 、 腹 壁 を 内 部 器 官 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 さ せ か つ 患 者 の 腹 部 領
域 内 の 内 部 器 官 の 回 り に 腹 腔 を 創 成 す る 段 階 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 軸 線 に 沿 っ て 延 び て い る ル ー メ ン を 備 え た チ
ュ ー ブ の 形 態 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ の ル ー メ ン を 介 し て 腹 腔 を 視 覚 化 す る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 腹 壁 は 全 体 的 に 平 ら な 形 状 を 有 し 、 前 記 細 長 シ ャ フ ト を 引 張 る 段 階 は 、 シ ャ フ ト を
、 腹 壁 の 平 面 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 引 張 る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 腹 壁 は 内 面 を 備 え 、 細 長 シ ャ フ ト を 移 動 さ せ る 段 階 は 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 が 腹 壁 の
内 面 に 対 し て ほ ぼ 平 行 の 出 口 角 で 内 面 を 横 切 る よ う に し て 、 腹 壁 を 通 し て 細 長 シ ャ フ ト を
移 動 さ せ る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ の 近 位 端 を 加 圧 流 体 源 に 連 結 す る 段 階 と 、
　 加 圧 流 体 を チ ュ ー ブ を 通 し て 移 動 さ せ 、 患 者 の 腹 腔 に 注 入 す る 段 階 と を 更 に 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 加 圧 流 体 を 、 チ ュ ー ブ の 側 方 か ら 排 出 さ せ る 段 階 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 細 長 シ ャ フ ト を 用 意 す る 段 階 は 、 シ ャ フ ト を 、 一 軸 線 お よ び 少 な く と も １ つ の 巻 回
部 を も つ コ イ ル の 形 状 に 形 成 す る 段 階 を 含 み 、
　 前 記 細 長 シ ャ フ ト を 移 動 さ せ る 段 階 は 、 コ イ ル を 腹 壁 内 に ね じ 込 ん で 、 シ ャ フ ト の 遠 位
端 を 患 者 の 腹 部 領 域 内 に 配 置 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 腹 部 領 域 内 に ア ク セ ス で き る 外 科 用 器 具 に お い て 、
　 カ ニ ュ ー レ を 備 え た ト ロ カ ー ル と 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 備 え た シ ャ フ ト と を 有 し 、
　 該 シ ャ フ ト は 、 コ イ ル 軸 線 を も つ コ イ ル の 形 状 を 有 し 、 該 コ イ ル は 、 腹 壁 を 横 切 っ て シ
ャ フ ト を 回 転 移 動 さ せ 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 近 位 端 は ト ロ カ ー ル に 連 結 さ れ て 、 腹 壁 を 横 切 る シ ャ フ ト の 移 動 は 、 腹
壁 内 へ の ト ロ カ ー ル の 移 動 に よ り 達 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 コ イ ル が ト ロ カ ー ル に 対 し て 自 由 に 回 転 で き る よ う に 、 ト ロ カ ー ル に
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対 し て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル は 一 軸 線 を 有 し 、
　 該 ト ロ カ ー ル 軸 線 は コ イ ル の ア ク セ ス に ほ ぼ 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 記 載
の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル は カ ニ ュ ー レ を 有 し 、 該 カ ニ ュ ー レ は 、 腹 壁 に 対 し て ト ロ カ ー ル 出 口 角
を 形 成 す る 遠 位 側 先 端 部 を 備 え 、
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 腹 壁 に 対 し て シ ャ フ ト 出 口 角 を 形 成 す る 遠 位 側 先 端 部 を 備 え 、
　 ト ロ カ ー ル 出 口 角 は シ ャ フ ト 出 口 角 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 外 科
用 器 具 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 側 先 端 部 は 、 シ ャ フ ト の 遠 位 側 先 端 部 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 側 先 端 部 は 腹 壁 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ １ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 腹 壁 を 横 切 る シ ャ フ ト の 回 転 移 動 は １ よ り 大 き い 機 械 的 長 所 を 与 え 、 腹 壁 を 横 切 る
シ ャ フ ト の 移 動 は １ よ り 大 き い 機 械 的 長 所 を 与 え て 、 腹 壁 内 に ト ロ カ ー ル を 移 動 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た リ ン グ を 更 に 有 し 、
　 シ ャ フ ト の 近 位 端 は 、 リ ン グ に 対 す る 固 定 関 係 お よ び ト ロ カ ー ル に 対 す る 回 転 関 係 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル は カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 リ ン グ は カ ニ ュ ー レ に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 側 先 端 部 お よ び シ ャ フ ト の 遠 位 側 先 端 部 の 各 々 が 、 鈍 状 の 形 状 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 記 載 の 外 科 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て ト ロ カ ー ル を 配 置 す る 方 法 に お い て 、
　 コ イ ル の 形 態 を な す シ ャ フ ト を 用 意 す る 段 階 を 有 し 、 シ ャ フ ト は 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を
備 え 、
　 シ ャ フ ト の 近 位 端 を ト ロ カ ー ル に 連 結 す る 段 階 と 、
　 腹 壁 内 に コ イ ル を ね じ 込 む 段 階 と 、
　 コ イ ル に よ る 機 械 的 長 所 に よ り 、 シ ャ フ ト を 備 え た ト ロ カ ー ル を 腹 壁 内 に 移 動 さ せ る 段
階 と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル を 移 動 さ せ る 段 階 は 、 ト ロ カ ー ル を 腹 壁 内 に 引 入 れ る 段 階 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 ト ロ カ ー ル を 移 動 さ せ る 段 階 は 、 コ イ ル を 持 上 げ て 、 腹 壁 を 上 昇 さ せ か つ 腹 腔 を 創
成 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 コ イ ル は ア ク セ ス を 有 し 、 前 記 ト ロ カ ー ル を 引 入 れ る 段 階 は 、 コ イ ル の 軸 線 に 沿 っ
て ト ロ カ ー ル を 引 入 れ る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 カ ニ ュ ー レ を 備 え た ト ロ カ ー ル に 使 用 で き か つ 腹 壁 を 横 切 っ て 作 動 位 置 に 配 置 で き る ア
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ン カ ー に お い て 、
　 ト ロ カ ー ル に 連 結 さ れ か つ カ ニ ュ ー レ の 外 方 に 配 置 さ れ る 構 造 要 素 を 有 し 、 該 構 造 要 素
は カ ニ ュ ー レ か ら 間 隔 を 隔 て た 位 置 で 腹 壁 と 係 合 で き る 特 徴 を 有 し 、
　 前 記 構 造 要 素 は 、 カ ニ ュ ー レ の 作 動 位 置 か ら カ ニ ュ ー レ が 引 出 さ れ る こ と を 防 止 す る 特
徴 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 構 造 要 素 は 、 カ ニ ュ ー レ の 外 方 に 配 置 さ れ た 細 長 シ ャ フ ト を 有 し て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ １ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 カ ニ ュ ー レ の 回 り に 配 置 で き る サ イ ズ お よ び 形 状 を も つ コ イ ル の 形 態
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ２ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 コ イ ル は 鈍 状 の 遠 位 側 先 端 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ３ 記 載 の ア ン
カ ー 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 コ イ ル は 、 腹 壁 内 で 回 転 さ れ て 内 方 に 向 か う 力 を 発 生 さ せ 、 こ れ に よ り ト ロ カ ー ル
を 腹 壁 を 通 し て 作 動 位 置 に 移 動 さ せ か つ ト ロ カ ー ル を 腹 壁 を 横 切 る 作 動 位 置 に 維 持 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 コ イ ル は 、 一 直 径 お よ び 一 ピ ッ チ を も つ 形 状 を 有 し 、
　 前 記 内 方 に 向 か う 力 は 、 コ イ ル の 形 状 に 従 っ て 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ５ 記
載 の ア ン カ ー 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 コ イ ル を 逆 回 転 さ せ る こ と に よ り 腹 壁 か ら 外 方 に 除 去 で き る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ ６ 記 載 の ア ン カ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 く は 外 科 用 ア ク セ ス 器 具 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 腹 腔 鏡 手 術 に 使 用 さ れ る
ト ロ カ ー ル お よ び 注 入 器 具 （ insufflation devices） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腹 部 膨 張 は 、 腹 腔 鏡 手 術 の 重 要 な 構 成 要 素 で あ る 。 膨 張 を 達 成 す る 最 も 一 般 的 な 方 法 （
よ り 一 般 的 に は 、 注 入 と 呼 ば れ て い る ） は 、 鋭 い 針 を 、 腹 壁 か ら 腹 内 領 域 内 に 挿 通 し 、 次
に 針 を 通 し て ガ ス を 腹 内 領 域 内 に 射 出 し て 、 腹 腔 鏡 手 術 に 適 合 す る 拡 大 キ ャ ビ テ ィ ま た は
バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ を 創 成 す る こ と で あ る 。 残 念 な こ と に 、 針 の 挿 入 は 、 鋭 い 針 尖 端 の 位
置 決 め を 、 い か な る 視 覚 補 助 も な く し て 行 う 必 要 が あ る こ と で あ る 。 こ の 「 盲 目 的 」 手 順
に よ っ て デ リ ケ ー ト な 内 部 器 官 が 不 意 に 穿 刺 さ れ て し ま う 蓋 然 性 を 低 下 さ せ る た め 、 鋭 い
注 入 針 に は 、 ば ね 付 勢 型 の 引 込 め 可 能 な 安 全 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 殆 ど の 注 入 針 に 組 合 わ さ れ る 安 全 機 構 は 、 針 の ル ー メ ン （ 管 孔 ） 内 に 配 置 さ れ か つ 針 先
端 か ら 突 出 し た 位 置 へ と 、 ば ね に よ り 押 圧 さ れ る 鈍 状 す な わ ち 丸 形 部 材 か ら な る 。 こ の ば
ね は 、 針 の 配 置 中 に 挿 入 圧 力 に 応 答 で き な く て は な ら な い が 、 挿 入 圧 力 が 緩 和 さ れ た と き
に は 瞬 時 に 前 方 に 移 動 で き な く て は な ら な い 。 こ れ は 高 度 の 機 械 的 事 象 で あ り 、 最 も う ま
く い っ た と し て も 、 最 適 な 結 果 が 得 ら れ な い 構 成 で あ る 。
　 腹 内 領 域 内 へ の 鋭 い 針 の 挿 入 を よ り 安 全 に 行 う た め に 、 組 織 平 面 に 対 し て 或 る 角 度 を な
し て 針 を 挿 入 す る と い う 一 般 的 プ ラ ク テ ィ ス が 開 発 さ れ て い る 。 こ れ は 、 も ち ろ ん 、 針 が
腹 部 組 織 を 通 っ て 、 よ り 大 き い 距 離 を 横 切 る こ と を 必 要 と し 、 従 っ て 、 針 の 長 さ に よ っ て
最 大 角 度 が 常 に 制 限 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 不 利 な 成 果 の 蓋 然 性 お よ び 厳 し さ を 低 減 さ せ る こ れ ら の 試 み に も か か わ ら ず 、 注 入 針 の
盲 目 的 挿 入 か ら 、 多 く の 不 意 の 傷 害 が 発 生 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 螺 旋 体 と し て 形 成 さ れ た 一 定 長 さ の 中 空 チ ュ ー ブ に 、
閉 鎖 さ れ か つ 丸 め ら れ た 遠 位 端 が 設 け ら れ て い る 。 遠 位 側 の 少 な く と も １ つ の 側 方 開 口 は
、 螺 旋 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 か ら 注 入 ガ ス を 排 出 さ せ る こ と が で き る 。 螺 旋 チ ュ ー ブ の 近 位 端
に は 、 ガ ス 源 に 連 結 す る た め の 連 結 ハ ブ お よ び 弁 が 設 け ら れ て い る 。 作 動 に 際 し 、 螺 旋 チ
ュ ー ブ が 皮 膚 の 小 さ い 切 開 内 に 挿 入 さ れ 、 次 に 、 遠 位 端 が 腹 壁 か ら 出 て 腹 部 領 域 内 に 入 る
ま で 、 螺 旋 チ ュ ー ブ を 連 続 的 に 回 転 さ せ て 腹 壁 組 織 を 分 離 さ せ る 。 螺 旋 チ ュ ー ブ の 大 き な
特 徴 は 、 そ の 遠 位 側 先 端 部 が 、 腹 壁 お よ び 隣 接 内 部 器 官 の 内 面 の 平 面 に 対 し て ほ ぼ 平 行 の
状 態 で 腹 壁 か ら 出 る こ と で あ る 。 こ の 方 向 に よ れ ば 、 器 具 の 鈍 状 の 遠 位 端 が 、 こ れ ら の デ
リ ケ ー ト な 内 部 構 造 に い か な る 危 険 も 与 え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 態 様 で は 、 腹 腔 鏡 注 入 針 は 、 患 者 の 腹 部 領 域 に 注 入 す べ く 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 移 動
で き 、 注 入 針 は 、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 膨 張 チ ャ ネ ル を 備 え た 細 長 チ ュ ー ブ
を 有 し て い る 。 該 細 長 チ ュ ー ブ は 、 こ の 近 位 端 が 加 圧 流 体 源 に 連 結 さ れ か つ 遠 位 端 で 加 圧
流 体 を 排 出 し て 、 患 者 の 腹 部 領 域 に 注 入 で き る 。 患 者 の 腹 壁 お よ び 腹 部 領 域 の 視 覚 化 を 行
う べ く 、 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に は 光 学 的 要 素 を 配 置 で き る 。
　 他 の 態 様 で は 、 注 入 針 は 、 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 腹 部 領 域 内 に 移 動 で き る 。 注 入 針 は 、
腹 部 領 域 に 加 圧 流 体 を 注 入 す る 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し て い る 。 該 細 長 チ ュ ー ブ は 、 腹 壁 を 横
切 っ て 移 動 さ れ る と き に 機 械 的 長 所 が 得 ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 態 様 で は 、 注 入 針 は 、 腹 部 領 域 に 加 圧 流 体 を 注 入 す る た め の 細 長 チ ュ ー ブ を 有 し て
い る 。 細 長 チ ュ ー ブ は 、 そ の 遠 位 端 が 、 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 対 し て 傾 斜 し て い て 、 腹 壁 の
内 面 に 対 し て 出 口 角 を 形 成 す る 。 こ の 出 口 角 は 、 患 者 の 内 部 器 官 の 穿 刺 を 防 止 す べ く 、 約
４ ０ ° よ り 小 さ い 角 度 範 囲 内 に あ る 。
　 他 の 態 様 で は 、 注 入 針 の 細 長 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 は 、 腹 壁 の 穿 刺 中 に 腹 壁 を 切 断 す る こ と
を 防 止 し か つ 腹 壁 の 穿 刺 後 に 内 部 器 官 を 切 断 す る こ と を 防 止 す べ く 、 鋭 い 縁 部 が 存 在 し な
い 遠 位 側 先 端 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 患 者 の 腹 壁 を 横 切 る こ と に よ り 患 者 の 腹 部 領 域 に ア ク セ ス す る 関 連 方 法 は 、 チ ュ ー ブ の
形 状 を 有 す る 注 入 針 を 用 意 す る 段 階 と 、 チ ュ ー ブ を 回 転 さ せ て 、 注 入 針 に よ り 腹 壁 を 横 切
ら せ る 段 階 と を 有 し て い る 。
　 他 の 方 法 で は 、 ア ク セ ス 器 具 は 、 患 者 の 内 部 器 官 を 収 容 す る 腹 部 領 域 内 に 腹 腔 を 創 成 す
る の に 使 用 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 で 延 び て い る 一 軸 線 を も つ 細 長 シ
ャ フ ト を 用 意 す る 段 階 と 、 腹 壁 を 横 切 る よ う に 細 長 シ ャ フ ト を 移 動 さ せ て 、 シ ャ フ ト の 遠
位 端 を 腹 部 領 域 内 に 配 置 す る 段 階 と を 有 し て い る 。 こ の 配 置 後 に 、 細 長 シ ャ フ ト を 引 張 っ
て 、 腹 壁 を 内 部 器 官 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 さ せ か つ 腹 部 領 域 内 の 内 部 器 官 の 回 り に 腹 腔 を
創 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 態 様 で は 、 外 科 用 器 具 は 、 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 腹 部 領 域 内 に ア ク セ ス で き る 。 外
科 用 器 具 は 、 カ ニ ュ ー レ を 備 え た ト ロ カ ー ル と 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 備 え た シ ャ フ ト と
を 有 し て い る 。 該 シ ャ フ ト は 、 コ イ ル 軸 線 を も つ コ イ ル の 形 状 を 有 し 、 該 コ イ ル は 、 腹 壁
を 横 切 っ て シ ャ フ ト を 回 転 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 シ ャ フ ト の 近 位 端 は ト ロ カ ー ル に 連
結 さ れ て 、 腹 壁 を 横 切 る シ ャ フ ト の 移 動 は 、 腹 壁 内 へ の ト ロ カ ー ル の 移 動 に よ り 達 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 関 連 方 法 で は 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 備 え た コ イ ル の 形 態 を な す シ ャ フ ト を 用 意 す る こ
と に よ り 、 ト ロ カ ー ル が 患 者 の 腹 壁 を 横 切 っ て 配 置 さ れ る 。 コ イ ル の 近 位 端 は ト ロ カ ー ル
に 連 結 さ れ 、 こ れ に よ り 、 腹 壁 内 に コ イ ル を ね じ 込 む と 、 コ イ ル の 形 状 に 基 い て 定 め ら れ
る 機 械 的 長 所 に よ り 、 シ ャ フ ト を 備 え た ト ロ カ ー ル を 腹 壁 内 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 他 の 態 様 で は 、 ア ン カ ー は 、 腹 壁 を 横 切 っ て 作 動 位 置 に 配 置 で き る よ う に 構 成 さ れ た カ
ニ ュ ー レ を 備 え た ト ロ カ ー ル に 使 用 で き る 。 ア ン カ ー は 、 ト ロ カ ー ル に 連 結 さ れ か つ カ ニ
ュ ー レ の 外 方 に 配 置 さ れ る 構 造 要 素 を 有 し 、 該 構 造 要 素 は カ ニ ュ ー レ か ら 間 隔 を 隔 て た 位
置 で 腹 壁 と 係 合 で き る 特 徴 を 有 し 、 カ ニ ュ ー レ の 作 動 位 置 か ら カ ニ ュ ー レ が 引 出 さ れ る こ
と を 防 止 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に は 患 者 が 示 さ れ て お り か つ そ の 全 体 が 参 照 番 号 １ ０ で 示 さ れ て い る 。 患 者 １ ０ は
、 腹 腔 鏡 手 術 を 受 け る と き に 腹 １ ２ が 上 を 向 く よ う に 横 臥 位 置 に あ る と こ ろ が 示 さ れ て い
る 。 こ の 方 法 で は 、 患 者 の 腹 壁 １ ４ を 通 し て 、 腹 部 領 域 １ ６ 内 で 最 小 侵 襲 手 術 が 行 わ れ る
。 こ の 腹 腔 鏡 手 術 は 、 図 ２ に 最 も 良 く 示 す よ う に 、 一 般 に 、 内 部 器 官 １ ８ を 含 ん で い る 。
腹 壁 １ ４ の 大 き い 開 口 を 通 し て こ れ ら の 内 部 器 官 １ ８ に ア ク セ ス す る の で は な く 、 腹 腔 鏡
手 術 は 、 一 般 に ト ロ カ ー ル と 呼 ば れ て い る 管 状 ア ク セ ス 器 具 を 用 い て 腹 壁 １ ４ の 侵 襲 性 を
最 小 に で き る 。 こ れ ら の ト ロ カ ー ル は 、 図 ３ に 参 照 番 号 ２ ０ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ト ロ カ ー ル ２ ０ は 、 腹 壁 １ ４ の 小 さ い 開 口 を 通 し て 配 置 さ れ 、 視 覚 化 お よ び 手 術 器 具 の
た め の ア ク セ ス を 行 う 。 ト ロ カ ー ル ２ ０ に は 一 般 に 鋭 い 尖 端 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ は
、 腹 壁 の 穿 刺 を 容 易 に す る が 、 特 に 、 最 初 に 腹 壁 に 近 接 し て い る 内 部 器 官 １ ８ に 危 険 を 与
え る 虞 れ が あ る 。
　 こ の た め 、 腹 腔 を 創 成 す べ く 、 一 般 に 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ の 配 置 に 先 立 っ て 腹 部 領 域 が 膨
張 さ れ る 。 腹 部 領 域 １ ６ を 膨 張 さ せ す な わ ち 腹 部 領 域 に 注 入 す る こ の 初 期 段 階 に よ り 、 図
３ に 最 も 良 く 示 す よ う に 、 腹 壁 １ ４ と 内 部 器 官 １ ８ と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ る 。 こ の 分 離
す な わ ち 空 間 に よ り 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ が 内 部 器 官 １ ８ に 与 え る 危 険 を 低 減 さ せ て ト ロ カ ー
ル を 容 易 に 配 置 で き る 。 腹 腔 ２ １ の 形 成 は ま た 、 手 術 環 境 の サ イ ズ を 増 大 さ せ か つ 手 術 の
視 覚 化 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 腹 腔 ２ １ の 創 成 は 、 一 般 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 注 入 針 す な わ ち ベ レ ス 針 （ Veress nee
dle） ２ ３ を 用 い て 行 わ れ て い る 。 こ の 針 ２ ３ は 、 遠 位 端 ２ ７ （ 図 ４ ） お よ び 近 位 端 ３ ０
を 備 え た 細 長 カ ニ ュ ー レ ２ ５ を 含 ん で い る 。 カ ニ ュ ー レ ２ ５ の 遠 位 端 ２ ７ に は 、 本 発 明 と
の 関 連 が 比 較 的 大 き い 、 鋭 い 遠 位 側 先 端 部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 カ ニ ュ ー レ ２ ５ の 近 位
端 ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ２ を 介 し て コ ネ ク タ ３ ４ に 連 結 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ３ ４ に は 、
カ ニ ュ ー レ ２ ５ を 通 し て 注 入 ガ ス を 供 給 す る た め の 加 圧 ガ ス 源 ３ ６ が 連 結 さ れ て い る 。
　 特 に 重 要 な こ と は 、 従 来 の ベ レ ス 針 ２ ３ が 最 初 に 腹 壁 １ ４ を 通 し て 押 し 込 ま れ る と き に
は 腹 腔 が 全 く 存 在 し な い こ と に 留 意 す る こ と で あ る 。 従 っ て 、 内 部 器 官 １ ８ は 腹 壁 １ ４ か
ら 離 れ て い な い だ け で な く 、 図 １ に 示 す よ う に 、 腹 壁 １ ４ に 近 接 し て い る 。 注 入 針 ２ ３ の
鋭 い 遠 位 側 先 端 部 ３ １ に よ る こ れ ら の 内 部 器 官 １ ８ の 穿 刺 を 避 け る た め 、 図 ４ の 拡 大 図 に
最 も 良 く 示 す よ う に 、 ば ね 付 勢 型 の 安 全 部 材 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
　 ベ レ ス 針 を 配 置 す る 現 在 の 手 順 は 、 一 般 に 、 腹 壁 １ ４ に 対 し て 垂 直 に 針 を 挿 入 す る 必 要
が あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 こ の 手 順 は 、 腹 壁 １ ４ の 内 面 ３ ９ に 対 し て 垂 直 な 出 口 角 を 形
成 し 、 特 に 、 ベ レ ス 針 ２ ３ と 内 部 器 官 １ ８ と の 間 に 極 め て 有 害 な 垂 直 関 係 を 形 成 し て し ま
う こ と が 最 も 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ク セ ス 器 具 が 腹 壁 か ら 最 初 に 出 る と き の こ の 厳 格 な 瞬 間 を 完 全 に 理 解 す る た め 、 内 部
器 官 １ ８ が 近 接 し て い る 腹 壁 １ ４ を 大 き く 拡 大 し た と こ ろ を 示 す 図 ５ を 参 照 さ れ た い 。 図
示 の 特 定 時 点 で は 、 ベ レ ス 針 ２ ３ が 腹 壁 １ ４ を 通 し て 押 し 込 ま れ 、 腹 壁 １ ４ の 内 面 ３ ９ か
ら 鋭 い 遠 位 側 先 端 部 ３ １ が 丁 度 現 わ れ た と こ ろ で あ る 。 鋭 い 遠 位 側 先 端 部 ３ １ か ら 内 部 器
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官 １ ８ が 全 く 損 傷 を 受 け な い よ う に す る た め 、 こ の 限 ら れ た 時 間 内 に 安 全 部 材 ３ ８ が 配 備
さ れ 、 狭 い 空 間 に よ り 遠 位 側 先 端 部 ３ １ を 遮 蔽 す る 。
　 こ の 安 全 部 材 の 配 備 の 機 械 的 条 件 は 、 こ の 保 護 の 適 時 性 を 制 限 し 、 次 に 内 部 器 官 １ ８ が
損 傷 を 受 け て し ま う 。 安 全 部 材 ３ ８ は 器 官 が 損 傷 を 受 け る 蓋 然 性 を 低 減 さ せ る け れ ど も 、
こ の 不 意 の 事 故 が 発 生 す る 苛 酷 さ は 大 き く 残 っ て い る 。 ま た 、 血 管 が 切 断 さ れ ま た は 器 官
が 穿 刺 さ れ る よ う な こ と が あ っ て も 、 注 入 ガ ス の 圧 力 が 、 損 傷 を 与 え る 虞 れ の あ る あ ら ゆ
る 漏 洩 を 防 止 す べ く 作 用 す る 。 こ れ ら の 状 況 下 で 手 順 は 完 全 に 遂 行 さ れ 、 注 入 圧 力 が 緩 和
さ れ か つ 手 術 部 位 が 閉 じ ら れ た 後 に の み 、 発 生 し た 損 傷 が 明 ら か に な る 。 こ の よ う に 内 部
器 官 １ ８ が 危 険 に 曝 さ れ る 虞 れ は 、 図 ６ の 拡 大 図 に お い て も 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ か ら 、 隣 接 す る 内 部 器 官 １ ８ へ の 損 傷 を 回 避 す る に は 、 ベ レ ス 針 ２ ３ の
挿 入 中 に 多 大 の 注 意 が 必 要 で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 針 ２ ３ は 、 一 般 に 、 前 方 す な わ ち
遠 位 側 に 押 し 込 む こ と に よ り 腹 壁 １ ４ に 挿 通 さ れ る 。 安 全 部 材 ３ ８ が 応 答 し て 鋭 い 先 端 部
３ １ を 遮 蔽 す べ く 前 進 す る 前 に 、 針 が 腹 壁 １ ４ を 行 き 過 ぎ て 内 部 器 官 １ ８ の １ つ を 不 意 に
穿 刺 す る こ と を 避 け る べ く 、 針 の 前 進 移 動 は 入 念 に 制 御 さ れ な く て は な ら な い 。 こ の た め
に は 、 ば ね 力 は 、 腹 壁 １ ４ の 穿 刺 に 必 要 な ば ね 力 と 、 内 部 器 官 １ ８ の 穿 刺 を 防 止 す る の に
必 要 な ば ね 力 と の 間 で 入 念 に 釣 合 い を と る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 腹 壁 １ ４ は 、 皮 膚 ４ １ と 、 筋 肉 層 ４ ３ と 、 連 結 層 ４ ５ と を 有 し て い
る 。 ま た 、 ペ リ チ ネ ウ ム （ peritineum） と 呼 ば れ る 最 後 の 内 膜 ４ ７ が あ る 。 腹 壁 １ ４ の 内
面 ３ ９ を 形 成 す る こ の 膜 ４ ７ は 、 非 常 に 薄 く て デ リ ケ ー ト で あ る か 、 非 常 に 丈 夫 で あ る 。
非 常 に 丈 夫 で あ る 場 合 に は 、 ベ レ ス 針 ２ ３ の 遠 位 端 ２ ７ に 組 合 さ れ る 安 全 部 材 ３ ８ は 、 特
に 、 針 ２ ３ が 前 方 に 押 圧 さ れ る と き に ペ リ チ ネ ウ ム が 弾 性 荷 重 を 加 え る 場 合 に は 、 充 分 に
有 効 な 時 間 内 で 応 答 す る こ と は で き な い 。 要 す る に 、 ペ リ チ ネ ウ ム ４ ７ の 突 然 の 破 裂 に よ
っ て 、 安 全 部 材 ３ ８ が 応 答 す る 前 に 、 鋭 く か つ 遮 蔽 さ れ て い な い 先 端 部 が 内 部 器 官 １ ８ を
穿 刺 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 こ こ に は 、 或 る 長 さ の 螺 旋 状 中 空 チ ュ ー ブ １ ０ ３ で 形 成 さ れ た コ イ
ル １ ０ ２ の 形 態 を な す 本 発 明 の 注 入 器 具 １ ０ １ の 好 ま し い 一 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 コ
イ ル １ ０ ３ は 、 直 径 １ ０ ４ 、 お よ び 近 接 ０ ７ と 遠 位 端 １ １ ０ と の 間 で 延 び て い る 軸 線 １ ０
５ を 有 し て い る 。
　 遠 位 端 １ １ ０ で は 、 体 組 織 を 切 断 し ま た は 引 裂 く 鋭 い 縁 部 が 存 在 し な い よ う に 、 遠 位 側
先 端 部 １ １ １ が 丸 形 す な わ ち 鈍 状 に な っ て い る 。 遠 位 側 １ １ ０ に は 、 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の ル
ー メ ン か ら の ガ ス の 逃 散 を 可 能 に す る 少 な く と も １ つ の サ イ ド ポ ー ト １ １ ２ を 設 け る こ と
が で き る 。 コ イ ル １ ０ ２ の 近 位 端 １ ０ ７ に は 、 ガ ス 源 ３ ６ （ 図 １ ） に 連 結 で き る コ ネ ク タ
１ １ ６ に 終 端 す る 管 状 延 長 部 １ １ ４ （ 図 １ ５ ） を 設 け る こ と が で き る 。 コ イ ル １ ０ ２ に は
個 々 の 巻 回 部 １ １ ８ を 形 成 で き 、 こ れ ら の 巻 回 部 １ １ ８ は 、 身 体 組 織 と の 最 大 係 合 を 付 与
す る と 同 時 に 、 組 織 の 過 大 圧 縮 お よ び 壊 死 を 防 止 す る こ と が で き る 間 隔 を 隔 て て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ を 参 照 す れ ば 、 コ イ ル 状 注 入 器 具 １ ０ １ の 遠 位 端 １ １ ０ が 実 質 的 に ま た は 完 全 に 閉
鎖 さ れ 、 か つ コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ へ の 滑 ら か な 移 行 部 を 形 成 す る 半 球 形 遠 位 側 先 端 部
１ １ １ が 形 成 さ れ て い る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 サ イ ド ポ ー ト １ １ ２ は 、 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ
１ ０ ３ か ら 腹 腔 ２ １ に 最 大 ガ ス 流 量 を 供 給 で き る サ イ ズ お よ び 形 状 に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ９ に 示 す 他 の 実 施 形 態 で は 、 遠 位 側 先 端 部 １ １ １ が 、 光 学 的 に 透 明 な 材 料 で 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 ま た は 血 管 鏡 等 の 光 学 的 視 覚 器 具 １ ２ １ の 使 用 が 可 能 に な る
。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、 光 学 的 視 覚 器 具 １ ２ １ を コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の ル ー メ ン
内 に 配 置 し 、 次 に 遠 位 端 １ １ ０ ま で 前 進 さ せ て 、 注 入 器 具 １ ０ １ の 挿 入 を 視 覚 に よ り モ ニ
タ リ ン グ す る こ と が で き る 。
　 比 較 す る と 、 従 来 の 手 順 は 、 ベ レ ス 針 ２ ３ の 挿 入 が 、 内 部 器 官 １ ８ （ 図 ２ ） に 与 え る 危
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険 が 最 も 大 き い 盲 目 的 手 順 で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 ベ レ ス 針 ２ ３ が 膨 張 腹 腔 ２ １ を 創
成 し か つ 第 一 ト ロ カ ー ル ２ ０ が 配 置 さ れ た 後 に の み 、 内 視 鏡 を 挿 入 し て 、 そ の 後 の ト ロ カ
ー ル の 挿 入 中 に 視 覚 化 が 行 え る に 過 ぎ な い 。 本 発 明 の 装 置 で は 、 こ の 視 覚 化 を 利 用 し て 、
最 初 に 腹 壁 １ ４ を 横 切 る ア ク セ ス 器 具 の 安 全 配 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ０ に 示 す 他 の 実 施 形 態 で は 、 光 学 的 視 覚 器 具 １ ２ １ は 、 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の
ル ー メ ン 内 に 配 置 さ れ る 照 明 器 具 す な わ ち ラ イ ト １ ３ ０ で 構 成 さ れ る 。 こ の 場 合 に は 、 ラ
イ ト １ ３ ０ は 、 患 者 の 体 外 か ら 視 認 で き る 照 明 領 域 １ ３ ２ を 形 成 す る 。 一 般 に 透 過 照 明 （
transillumination） と 呼 ば れ て い る こ の 視 認 形 態 は 、 注 入 器 具 が 好 ま し い 位 置 に 到 達 し
た と き に 、 遠 位 端 １ １ ０ の 位 置 に 関 す る 明 瞭 な 表 示 を 与 え る 。 こ の 表 示 は 、 ラ イ ト １ ３ ０
の 照 射 特 性 に 幾 分 か の 変 化 を 生 じ さ せ る か 、 或 い は 適 正 配 置 を 表 す 態 様 で 照 射 光 に 拡 散 を
生 じ さ せ た も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の 遠 位 側 先 端 部 １ １
１ が 、 丸 く な い 端 部 状 態 に な っ て い る 。 例 え ば 、 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ は 、 図 １ １ に 示
す よ う に 、 垂 直 切 断 面 １ ２ ５ に 終 端 し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の ル ー メ ン
は 閉 塞 さ れ な い 。
　 図 １ ２ の 実 施 形 態 で は 、 遠 位 端 １ １ ０ に は 、 鋭 い 尖 端 部 １ ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 本 発
明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 鈍 状 す な わ ち 丸 形 先 端 部 １ １ １ を 有 す る も の で あ る が 、 図 １ ２ の
尖 端 部 １ ２ ７ は 、 コ イ ル 構 造 に よ り 得 ら れ る 、 小 さ い 入 口 角 お よ び 出 口 角 の 大 き い 長 所 を
依 然 と し て 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 入 口 角 お よ び 出 口 角 に つ い て 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ を 参 照 し て 更 に 説
明 す る 。 こ れ ら の 図 面 は 、 注 入 器 具 １ ０ １ が 腹 壁 １ ４ を 通 し て 移 動 さ れ る と き の 、 該 器 具
１ ０ １ の 漸 進 位 置 を 示 し て い る 。 図 １ ３ で は 、 腹 壁 １ ４ の 皮 膚 ４ １ に 切 口 １ ３ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 コ イ ル １ ０ ２ の 軸 線 １ ０ ５ を 腹 壁 １ ４ に 対 し て 或 る 角 度 で 配 置 す る こ と に よ り
、 遠 位 側 先 端 部 １ ２ １ の 入 口 角 を 増 大 で き 、 従 っ て 切 口 １ ３ ４ の 挿 通 を 容 易 に で き る 。 図
１ ３ に は 、 入 口 角 は ギ リ シ ャ 文 字 α で 示 さ れ て い る 。 切 口 １ ３ ４ が 貫 通 し た な ら ば 、 図 １
４ に 示 す よ う に 、 コ イ ル １ ０ ２ は 、 そ の 軸 線 １ ０ ５ が 腹 壁 １ ４ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 に な
る よ う に 配 向 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 遠 位 側 先 端 部 １ ２ １ が 、 筋 肉 層 ４ ３ お よ び
腹 壁 １ ４ を 構 成 す る 関 連 連 結 組 織 ４ ５ （ 図 ５ ） を 通 過 す る と き の 入 口 角 α が 大 幅 に 小 さ く
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 腹 壁 １ ４ を 通 る コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の 連 続 的 穿 刺 が 図 １ ４ に 示 さ れ て い る 。 図 １ ５
の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 コ イ ル １ ０ ２ が 腹 壁 １ ４ を 貫 通 す る と 、 遠 位 側 先 端 部 お よ び こ れ
に 続 く 巻 回 部 １ １ ８ が 、 ギ リ シ ャ 文 字 β で 示 す 出 口 角 で 腹 壁 １ ４ を 出 る 。
　 本 発 明 に と っ て 特 に 重 要 な こ と は 、 こ の 出 口 角 β で あ る 。 こ の 出 口 角 β は 腹 壁 １ ４ の 内
面 １ ３ ６ に 対 し て 測 定 し た も の で あ る が 、 内 部 器 官 １ ８ も こ の 内 面 １ ３ ６ に 対 し て 接 触 し
て い る か 、 ほ ぼ 平 行 に 位 置 し て い る 。 従 っ て 、 出 口 角 β は 、 遠 位 側 先 端 部 １ ２ １ が 内 部 器
官 １ ８ に 対 し て 呈 す る 角 度 で も あ る 。 従 来 （ 図 ６ 参 照 ） の よ う に こ の 角 度 が ほ ぼ 垂 直 で あ
る と 、 器 官 を 穿 刺 し て し ま う 蓋 然 性 が 高 い 。 し か し な が ら 、 こ の 出 口 角 β を 非 常 に 小 さ い
鋭 角 ま で 小 さ く す る と 、 特 に 、 遠 位 側 先 端 部 １ １ １ が 図 ８ に 関 連 し て 最 初 に 説 明 し た よ う
に 鈍 状 の 形 状 を 有 す る 場 合 に は 、 遠 位 側 先 端 部 １ １ １ は 、 内 部 器 官 １ ８ の 表 面 に 沿 っ て 摺
動 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ６ に は 、 腹 壁 １ ４ を 通 し て コ イ ル 状 器 具 １ ０ １ を 配 置 す る こ と に 関 す る 力 を 理 解 で
き る よ う に 、 本 発 明 の コ イ ル 状 器 具 １ ０ １ が 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 従 来 で は 、 真 直 な ベ
レ ス 針 ２ ３ （ 図 １ ） が 、 器 具 １ ０ １ を 移 動 さ せ た い 方 向 と 同 方 向 に 加 え ら れ る 力 （ よ り 詳
し く は 、 矢 印 １ ５ ０ で 表 さ れ る 方 向 に 加 え ら れ る 前 方 へ の 力 ） を 用 い て 配 置 さ れ て い た 。
こ の 実 施 形 態 の 注 入 器 具 １ ０ １ は 、 所 望 の 前 方 向 １ ５ ０ に 移 動 す る が 、 こ れ は 、 矢 印 １ ５
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２ で 示 す 回 転 力 の み に 応 答 し て 行 わ れ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 矢 印 １ ５ ０ で 示 す 前 方
へ の 移 動 は 、 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ を 、 矢 印 １ ５ ０ で 示 す 前 方 と は 逆 方 向 の 力 を 加 え て
後 方 に 引 張 り な が ら 実 現 す る こ と も で き る 。 換 言 す れ ば 、 遠 位 側 先 端 部 １ １ １ が ひ と た び
腹 壁 １ ４ 内 （ 好 ま し く は 皮 膚 の 小 さ い 切 開 す な わ ち 切 口 １ ３ ４ 、 図 １ ３ ） に 充 分 係 合 す る
と 、 器 具 １ ０ １ の 全 体 が 、 所 望 の 前 方 移 動 を 行 う べ く 、 押 さ れ る 状 態 で は な く 引 張 ら れ る
状 態 で 保 持 さ れ る 。 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ は 「 コ ル ク 栓 抜 き 」 の よ う に 作 用 し て 、 チ ュ
ー ブ １ ０ ３ 自 体 を 前 方 １ ５ ０ に 推 進 す な わ ち 前 進 さ せ る が 、 こ れ は 、 矢 印 １ ５ ２ で 示 す 回
転 移 動 の み に 応 答 し て 行 わ れ る 。 コ イ ル 状 チ ュ ー ブ １ ０ ３ を 、 こ の よ う に 引 張 り な が ら 回
転 （ tractional rotation） さ せ る と 、 体 壁 １ ４ が 引 張 ら れ る （ す な わ ち 内 部 器 官 １ ８ か
ら 引 離 さ れ る ） の で 、 安 全 余 裕 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 再 び 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 は 、 チ ュ ー ブ を 配 置 す る 力 が 腹 壁 １ ４ お よ び 内 部 器 官 １
８ に 対 し て 垂 直 で は な い の で 、 通 常 よ り 大 き い チ ュ ー ブ １ ０ ３ で 構 成 で き る こ と が 理 解 さ
れ よ う 。 実 際 に 、 チ ュ ー ブ 配 置 力 は 、 矢 印 １ ５ ２ に よ り 示 す よ う に 回 転 力 で あ っ て 、 直 接
的 で 制 御 不 能 と い う よ り 漸 増 的 （ incremental） で あ る 。 ま た 、 鈍 状 遠 位 端 １ １ ０ の ゆ っ
く り し た 慎 重 な 前 進 は 、 皮 膚 ４ １ 、 筋 肉 ４ ３ お よ び 連 結 組 織 ４ ５ 等 の 組 織 を 、 従 来 の 真 直
切 断 穿 刺 態 様 よ り も 自 然 な 態 様 で 、 徐 々 に 分 断 す る 。 鈍 状 の 遠 位 端 １ １ ０ は 、 弱 く て 密 度
が 低 い 脂 肪 組 織 を 探 し な が ら 、 か つ 血 管 を 含 む 組 織 お よ び 脂 肪 組 織 よ り も 常 時 多 く の 血 管
を 含 む 筋 肉 を 回 避 し な が ら 、 体 組 織 を 通 っ て そ の 道 を 縫 う よ う に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ７ に は 、 注 入 器 具 １ ０ １ が 除 去 さ れ か つ 手 術 に よ り 以 前 に 切 離 さ れ た 組 織 が ほ ぼ 元
の 状 態 に 戻 っ た と き に 、 本 発 明 に 関 連 す る 挿 入 部 位 ２ １ が 示 さ れ て い る 。 切 断 は 殆 ど ま た
は 全 く 行 わ れ な い た め 、 出 血 は 最 小 で あ り か つ 部 位 の ヘ ル ニ ア 形 成 の 可 能 性 は な い 。 器 具
１ ０ １ が 組 織 を 通 っ て 回 転 さ れ る と き に 通 過 す る ト ラ ッ ク １ ３ ８ は 、 器 具 １ ０ １ 自 体 と 同
じ 長 さ お よ び 巻 回 状 態 を 有 す る 。 ト ラ ッ ク １ ３ ８ に 関 し 、 そ の 長 さ 、 巻 回 状 態 お よ び 切 断
組 織 が 存 在 し な い こ と か ら 、 注 入 器 具 １ ０ １ の 直 径 サ イ ズ が 既 存 の 注 入 針 に 比 べ て ２ ～ ３
倍 と い う 非 常 に 大 き い サ イ ズ を 有 す る に も か か わ ら ず 、 優 れ た 治 癒 が 行 え る 。
　 更 に 、 こ の 大 き い 直 径 に 関 し 、 注 入 器 具 １ ０ １ は 、 既 存 の 注 入 針 よ り か な り 大 き い ガ ス
流 量 が 得 ら れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 注 入 器 具 １ ０ １ の 直 径 す な わ ち ゲ ー ジ サ イ ズ を
従 来 技 術 の 直 径 す な わ ち ゲ ー ジ サ イ ズ と 同 じ に し た と し て も 、 チ ュ ー ブ １ ０ ３ の ル ー メ ン
内 に 障 害 物 が 存 在 し な い た め 、 ガ ス 流 量 は か な り 大 き い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ イ ル 状 注 入 器 具 １ ０ １ に 関 連 す る 多 く の 長 所 は 、 図 ３ に 関 連 し て 説 明 し た ト ロ カ ー ル
２ ０ の よ う な ト ロ カ ー ル と 組 合 せ る と き に 、 更 に 明 ら か に な る で あ ろ う 。 図 １ ８ に 示 す こ
の 組 合 せ で は 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ は 、 弁 ハ ウ ジ ン グ １ ４ １ 、 カ ニ ュ ー レ １ ４ ３ お よ び 着 脱 可
能 な 栓 塞 子 １ ４ ５ を 備 え た も の が 示 さ れ て い る 。 コ イ ル 状 注 入 器 具 １ ０ １ は 、 例 え ば 取 付
け リ ン グ １ ４ ７ に よ り 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ に 対 し て 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る 。
　 ト ロ カ ー ル ２ ０ は 、 コ イ ル 状 注 入 器 具 １ ０ １ の 内 部 に 、 こ れ と 同 軸 状 に 配 置 す る の が 好
ま し い 。 こ の 配 置 に よ り 、 注 入 器 具 １ ０ １ は 、 こ の 軸 線 上 で 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ の カ ニ ュ ー
レ １ ４ ３ の 回 り を 自 由 に 回 転 で き る 。 注 入 器 具 １ ０ １ は 、 一 般 に 、 カ ニ ュ ー レ １ ４ ３ よ り
長 く は な い に せ よ 、 遠 位 端 １ １ １ が 少 な く と も 栓 塞 子 １ ４ ５ の 先 端 部 に 到 達 す る ほ ど の サ
イ ズ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ９ に は 、 こ の 組 合 せ の 作 動 が 示 さ れ て い る 。 コ イ ル 状 注 入 器 具 １ ０ １ が 患 者 の 腹 壁
１ ４ 内 で 回 転 さ れ る と 、 器 具 １ ０ １ は 、 前 述 の よ う に し て 前 進 す る 。 器 具 １ ０ １ が ト ロ カ
ー ル ２ ０ に 取 付 け ら れ て い る た め 、 器 具 １ ０ １ の 前 進 に よ っ て ト ロ カ ー ル が 腹 壁 １ ４ 内 に
引 込 ま れ る 傾 向 を 有 す る 。 こ の 組 合 せ に よ る １ つ の 大 き い 長 所 は 、 器 具 １ ０ １ が 外 方 に 向
か う 反 力 を 付 与 し 、 こ の 反 力 が 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ の 前 進 に よ り 腹 壁 １ ４ が 内 方 に テ ン ト 状
に な ろ う と す る 傾 向 を 妨 げ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ の シ ス テ ム は 、 多 量 の 腹 壁 脂 肪 を 有 す る 肥 満 し た 患 者 に 特 に 有 効 で あ る 。 こ れ ら の 患
者 で は 、 ト ロ カ ー ル を 、 患 者 の 腹 壁 １ ４ に 対 し て 僅 か に 傾 斜 さ せ て 導 入 し 、 ト ロ カ ー ル を
所 定 位 置 に 保 持 す る の が 一 般 的 プ ラ ク テ ィ ス で あ る 。 多 量 の 腹 壁 脂 肪 に 打 勝 つ た め に は 、
し ば し ば 、 大 き い て こ 作 用 力 を ト ロ カ ー ル に 加 え な く て は な ら な い 。 こ れ に よ り 、 ト ロ カ
ー ル 入 口 の 傷 が 拡 げ ら れ 、 か つ ト ロ カ ー ル が よ り 滑 り 易 く な る 。 ト ロ カ ー ル ２ ０ と 注 入 器
具 １ ０ １ と の 組 合 せ に よ り 、 外 科 医 は 、 挿 入 中 に 腹 壁 と 格 闘 し な く て 済 み 、 か つ 注 入 器 具
１ ０ １ に よ り 付 与 さ れ る 極 め て 大 き い 保 持 力 か ら 他 の 利 益 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 組 合 せ に よ る 他 の 長 所 は 、 一 般 に ト ロ カ ー ル が 、 腹 壁 １ ４ お よ び ペ リ チ ネ ウ ム の 表
面 に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ る こ と を 留 意 す る こ と に よ り 理 解 さ れ よ う 。 従 来 は 、 ト ロ カ ー
ル ２ ０ が 内 方 に 押 さ れ る と 、 腹 壁 １ ４ の 筋 肉 層 が 穿 刺 さ れ た 後 に 、 内 方 に 向 か っ て テ ン ト
状 に な り 、 こ の 内 方 へ の 力 が 、 ペ リ チ ネ ウ ム に 直 接 加 え ら れ て 、 腹 壁 の 残 部 か ら ペ リ チ ネ
ウ ム を 分 離 さ せ る 傾 向 が あ っ た 。 こ れ に 対 し 本 発 明 の 組 合 せ に よ れ ば 、 コ イ ル 状 注 入 器 具
１ ０ １ が ペ リ チ ネ ウ ム と 係 合 し て 、 ト ロ カ ー ル ２ ０ が 内 方 に 引 張 ら れ る と き に 、 腹 壁 の 残
部 に 対 し て ペ リ チ ネ ウ ム を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 種 々 の 実 施 形 態 に 対 し 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 多 く
の 変 更 を な し 得 る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 例 え ば 、 外 科 用 ア ク セ ス 器 具 の 種 々 の サ イ ズ を 考
え る こ と が で き 、 か つ 種 々 の 構 造 お よ び 材 料 を 考 え る こ と が で き る 。 部 品 の 形 状 並 び に 相
互 作 用 に 多 く の 改 変 を 施 し 得 る こ と も 明 白 で あ る 。 こ れ ら の 理 由 か ら 、 上 記 説 明 は 、 本 発
明 を 限 定 す る も の で は な く 、 好 ま し い 実 施 形 態 の 単 な る 例 示 で あ る と 解 す べ き で あ る 。 当
業 者 な ら ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に 定 め ら れ た 本 発 明 の 範 囲 お よ び 精 神 内 で 他 の 変 更 を
考 え 得 る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 横 臥 位 置 に あ り 腹 腔 鏡 手 術 の 準 備 が 整 っ た 状 態 に あ る 患 者 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 患 者 の 腹 内 領 域 の 器 官 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 腹 腔 が 膨 張 さ れ た 患 者 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 技 術 に よ る 注 入 針 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 の 注 入 針 を 用 い た 挿 入 方 法 の 初 期 段 階 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 の 注 入 針 を 用 い た と き に 生 じ る こ と が あ る 好 ま し く な い 内 部 器 官 の 穿 刺
を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 注 入 器 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 し た 注 入 器 具 の 遠 位 端 部 分 の 一 実 施 形 態 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 注 入 器 具 の 他 の 実 施 形 態 の 遠 位 端 部 分 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 可 視 光 を 照 射 す る 遠 位 側 先 端 部 を 備 え た 器 具 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 注 入 器 具 の 他 の 実 施 形 態 の 遠 位 端 部 分 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 注 入 器 具 の 更 に 別 の 実 施 形 態 の 遠 位 端 部 分 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 器 具 の 好 ま し い 挿 入 方 法 の 初 期 段 階 を 示 す 腹 壁 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 器 具 の 好 ま し い 挿 入 方 法 の 次 の 段 階 を 示 す 腹 壁 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 患 者 の 内 部 器 官 に 近 接 し た 位 置 に 遠 位 端 が 出 る と き の 挿 入 方 法 の 他 の 段 階 を 示
す 腹 壁 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 腹 壁 内 の 器 具 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 器 具 を 除 去 し た 後 の 負 傷 部 位 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 ト ロ カ ー ル に 対 し て 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た 注 入 器 具 を 含 む 組 合 せ を 示 す 正 面
図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 腹 壁 と 交 差 す る よ う に 使 用 さ れ る 図 １ ８ の 組 合 せ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-501102 A 2007.1.25



　 １ ４ 　 腹 壁
　 １ ８ 　 内 部 器 官
　 １ ０ １ 　 注 入 器 具
　 １ ０ ２ 　 コ イ ル
　 １ ０ ３ 　 チ ュ ー ブ
　 １ １ １ 　 遠 位 側 先 端 部
　 １ １ ２ 　 サ イ ド ポ ー ト
　 １ １ ８ 　 巻 回 部
　 １ ３ ４ 　 切 口
　 １ ４ ３ 　 カ ニ ュ ー レ
　 １ ４ ５ 　 栓 塞 子
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

(17) JP 2007-501102 A 2007.1.25



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2007-501102 A 2007.1.25



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(
AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IT,LU,MC,NL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,
GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,
DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,M
G,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ
,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100088694
            弁理士　弟子丸　健
(74)代理人  100103609
            弁理士　井野　砂里
(72)発明者  ハート　チャールズ　シー
            アメリカ合衆国　サウスカロライナ州　２９４８３－８９４９　サマーヴィル　マーヴィン　ガー
            デンズ　１２６
(72)発明者  ブルスタッド　ジョン　アール
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６２９　ダナ　ポイント　フォーモサ　ドライヴ　３４
            ０５６
Ｆターム(参考) 4C060 FF27  FF38 
　　　　 　　  4C061 AA24  GG27  HH09  JJ06  JJ11 

(19) JP 2007-501102 A 2007.1.25



专利名称(译) 手术进入装置和方法

公开(公告)号 JP2007501102A 公开(公告)日 2007-01-25

申请号 JP2006536531 申请日 2004-01-13

[标]申请(专利权)人(译) 应用医疗资源

申请(专利权)人(译) 应用医疗Risoshizu公司

[标]发明人 ハートチャールズシー
ブルスタッドジョンアール

发明人 ハート チャールズ シー
ブルスタッド ジョン アール

IPC分类号 A61B17/34 A61B1/00 A61B1/313 A61B17/32 A61B19/00

CPC分类号 A61B17/3417 A61B1/3132 A61B17/3474 A61B90/30 A61B2017/320044 A61B2017/349 A61B2090
/08021 A61B2090/373

FI分类号 A61B17/34 A61B1/00.320.E

F-TERM分类号 4C060/FF27 4C060/FF38 4C061/AA24 4C061/GG27 4C061/HH09 4C061/JJ06 4C061/JJ11

优先权 10/346846 2003-01-17 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够将尖锐的针头安全地插入腹部的外科手术
器械。 提供一种具有钝头的螺旋状腹腔镜注射装置。 本发明的装置可以
在不切割组织的情况下穿过腹壁并且基本上平行于腹壁的内表面离开腹
壁。 在盘绕装置旋转期间，该装置前进通过腹壁，并沿相反方向施加
力，从而在腹壁和内部器官之间形成安全空间。 器械放置期间，钝的远
端尖端，平行的出口角度和安全间隙不会对内部器官造成危险。 加压气
体可用于产生腹腔，以便以后放置套管针。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b7970378-8493-47a1-8efc-38b71e9f4838
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032712251/publication/JP2007501102A?q=JP2007501102A

